
「8K文化財鑑賞ソリューション」による
『8Kで文化財 みほとけ調査(※2)』を東京国
立博物館で特別公開(※3)
8Kディスプレイに東京国立博物館(※1)が所蔵する仏像の高精細3D画像をリアルに表示 見たい部分を拡大、回転
させてじっくりと鑑賞できる
シャープ株式会社 2021年11月01日

　シャープは、文化財活用センター※1および東京国立博物館と共同で、「8K文化財鑑賞ソリューショ
ン」による『8Kで文化財 みほとけ調査』を、本年11月16日（火）から12月5日（日）まで東京国立博物館
にて特別公開します。3体の仏像を、8Kの高精細3D画像でじっくりと鑑賞することができます。

「8K文化財鑑賞ソリューション」とは、当社の「8Kインタラクティブミュージアム」をベースに文化財活用センターおよび東京国立博物館と

共同で開発したものです。通常は間近で見たり、手に取ったりすることができない貴重な美術品や工芸品などの文化財の高精細画像を8Kディス

プレイに表示。直感的な操作で画像を拡大・縮小、回転させながら鑑賞することができます。

『8Kで文化財 みほとけ調査』は、それぞれガンダーラ 、中国、日本で作られた3体の仏像の高精細3D画像を70V型8Kディスプレイに表示。

画面に近づくと拡大、遠ざかると縮小、左右から覗き込むと回転、というように鑑賞者の動きに画像が連動します。また、新開発の懐中電灯型

デバイスを、細部を確認したい場所に向けると、その部分が明るく映し出されます。直感的な操作で、細部の技巧や精緻な装飾を、じっくりと

鑑賞することができます。また、テキストや音声で、各仏像の見どころ紹介や3体を比較した解説なども行います。

　本展示期間中は、3体の実物も館内で公開されるので、実物の迫力と緻密な8K3D画像の両方の体験を通じて、仏像の魅力を深く味わっていた

だけます。

展示名称 表示作品 会場 期間

8Kで文化財

みほとけ調査

・「菩薩立像」（クシャーン朝・2世紀）
・重要文化財「十一面観音菩薩立像」（唐時代・7世紀）
・重要文化財「菩薩立像」（鎌倉時代・13世紀）
　＊いずれも東京国立博物館所蔵。

東京国立博物館

法隆寺宝物館中2階

（東京都台東区

2021年

11月16日（火）

〜12月5日（日）

 

※1 独立行政法人 国立文化財機構に属します。
※2 「みほとけ（御仏）」とは、仏を敬った表現です。本展示は、まるで学芸員が文化財の調査を行うかのように、仏像をじっくりと鑑賞できることから『みほとけ調

査』と名付けられました。
※3 入館にはオンライン事前予約が必要です。詳細は東京国立博物館ウェブサイト（https://www.tnm.jp/）をご覧ください。
※4 現パキスタンのペシャワール地域周辺の古称。

 

■『8Kで文化財 みほとけ調査』の詳細情報は、以下のURLでご覧いただけます。　　　

https://cpcp.nich.go.jp/（文化財活用センターHP）

■「8K文化財鑑賞ソリューション」に関する動画は、以下のURLでご覧いただけます。

https://youtu.be/jGHqrOk4W94

※4

https://www.tnm.jp/
https://cpcp.nich.go.jp/
https://youtu.be/jGHqrOk4W94
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